
2 aA一 11 第11回日本応用磁気学会学術講演概要集(1987、11)

            垂直磁気記金剥寺性のCo一一Cr層厚み依存性

                   一 計算求翼Vミュレーションによる検討一

          山本節夫  田河商也  中村慶久  岩崎俊…   (東北大学電気通悟研究所》
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墜 紀録時の減磁界の作用の観点からすると、垂直

磁気記録では高密度記録のために媒体の磁性層を

薄くする必要はない。しかし実際には、単磁極ヘ

ッドとCo-Cr/Ni-Fe二層媒体の組合せの場合、高

密度領域になるほどCo一一Cr層の薄い媒体を用いた方

が良好な高密度特性が得られることが実験で明ら

シミュレーションによって調べた結果について述

べる。
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 シミュレーションは、Co-Cr層厚みだけが0. 10

μm、0. 35μ画と異なり、他のパラメーターは同じ
(Hc＝6000e， Hs＝60eemu/cc， Uk＝4kOe)二つの媒

体について行った。【記録過程】単磁極ヘヅドの

磁界分布は、有限要素磨翌ﾅ計算した。主磁極およ

び媒体軟磁性層の膜厚および比透磁率はそれぞれ
0. 4μ口、5000、O. 5itm、1000とし、 Co-Cr層につい

ては比透磁率を5として主磁極との磁気的相互作用

を考癒したz，。このヘッド磁界分布と、Curli㎎
モデルを基本としてこれにCo-Cr結晶粒の異方性

磁界の強さと磁化容易軸の分散を考慮した媒体の

磁化モデルを組み合わせ、Co-Cr廓内の磁荷と軟

磁性層内の影像磁土による減磁界を計算して、逐

次近似磨翌ﾅセルフコンシステントな媒体内の磁化

状態を求めだ，。ヘヅド磁界の強さはCO-Cr層の

表面で60000eになるように設定した。これはCo
-Cr層厚みが0. 35コ口の媒体でも裏面まで十分に磁

化できる弓鍍である。【再生過程】上記の有限

要素磨翌ﾅ求めたヘッド磁界分布を感度関数とし、

これと媒体内の残留磁化分布から、相反定理に

よって計算した。

3. ≒ミュレー一;  、

量. oo

韮

l

o. so

 H翼

 駕. ㈹0㎜
0εしIR・3当O

SPACE.  2a

トリ 
、，17

ε恩＝

潤¶

冒'o簡  H▼

醒

1器

哩. 

                  コ 0・a！1. 5。. 監. 。0. 。. 5。・. ・0・. 5。量. ・・し5・ 一亀・5。一巳・00-0・5。。・。00・50L。0亀・5。

       xCpm，                   x‘P「”｝

   (a)Co-Cr層厚み0. 10μu     (b)Co-Cr層厚み0・35μ鵬

  図1周遅ド磁界分詞，(Yの値はCo-Cr層表面からの距離，図2でも同じ)
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図2残留磁化分布. (1)孤立磁化転移

O. 35 O. 70
  × (Pm)

(b)Co-Cr層厚み0. 35μロ

 く豆)記録密度170kFRPI
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が高い再生電圧が得られるようになっている。

饗懸におい儲繍密度化のため1、磁maを薄くせざるをえないのは、回

転磁化モードの発生を抑制するためであった。これに対して垂直記録においてCo-

Cr層厚みを滅少させることは、ヘッド・媒体軟磁性層間の磁気的結合を強めてヘッ
ド磁界分布を血紅にする効果がある。これによってCo-Cr麟内にはより鋭い磁化転移

が形成され、さらにはヘッドのi「i生分解能も向上するため、既に報告したよ1うな超

高密度領域での記録再生41も実現できるようになる。なお本論吉はCo-Cr層厚みにつ

いてのみ言及したが、絶対的な媒体厚みについては、本来Co-Cr/Ni-Fe二層媒体では

軟磁性層(厚み約0. 5、um)も媒体を構成している要素であるのでこれを含める必要

があり、こうしたときの全磁性盾膜厚は辰手媒体の膜厚よりもはるかに厚い。
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図3実測の記録密度特性. く再生電圧は相対値，
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